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有限会社 津田かぶ農園

津田かぶを計画的に出荷したいので天候に左右されないよう工夫をしたい。ハウス栽培や産地

の分散化等を考えている。津田かぶは形（まが玉）、色（明るい紫）、食感（甘さとシャキシャキ

感）に固有の特徴があり、全国に誇れる特産物であることが分かった。ぜひとも、ブランド化を目

指したい。

法人名 有限会社 津田かぶ農園
代表者 代表取締役 関谷 忠之
所在地 〒690-0011 松江市東津田629
電話 0852-25-6790
設立 平成14年8月14日
組織構成 役員2名

事業の種類 津田かぶの生産・販売
資本金 300万円
（関連会社） (有)土江本店
（業種） 漬物加工販売業

経営規模 6㏊（借地）
従業員等 常時1名、アルバイト・パート7名
年商 405万円（当面の目標1，000万円）

平成8年に知人と協力して営農を開始し、その後5年間農業の実習を行った。その際、特産として
津田かぶのブランド化を目指したいと思って農業に参入した。

取組方針：少人数で広い土地を耕作するため、農機具当の機械を有効活用している。畝立て、捲

種、肥料撒き、等全て機械により行っている。生産効率を高めるため、農機具会社を定年退職した

人を採用し、機械の改良を繰り返し行っている。生産効率と生産性を重視した農業栽培に取り組み

たい。

特徴：定年退職した方々を従業員として受け入れる人材登録制度を設けている。農業への従事希

望者10名位を登録している。このシステムが農業の生産性向上に働いているため、今後、採用者

を増やしたい。島根県のしまねブランド推進室と提携して東京の築地市場へ出荷している。県内の

主な販売先は土江本店有限会社へ出荷している。


